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平成31年度予算可決！注目の事業は？…… Ｐ２～５

平成31年第１回定例会

　新年度予算を集中審議………………… Ｐ６～８

ここが聞きたい！一般質問

　“１６人が質問しました”………………… P ９～１7

県知事に要望書を提出……………………… Ｐ１９

生中継 ・録画中継で

本会議を傍聴出来ます。

令和元年第１回定例会の予定

…
…
裏
表
紙議会映像配信の

お知らせ

真新しい校舎でドキドキわくわくの学校生活が始まります～鉾田南小入学式～

平成最後の定例会。

新しい年度の予算が

可決されたよ。

鉾田市マスコットキャラクター
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私たち　の税金 チェックして

　　みましょう!!

市税
48 億 3654 万円

市税
48 億 3654 万円

県支出金
16 億 2908 万円

県支出金
16 億 2908 万円

地方消費税交付金
8 億 300 万円

地方消費税交付金
8 億 300 万円

市債
13 億 1310 万円

市債
13 億 1310 万円

繰入金
13 億 506 万円

繰入金
13 億 506 万円

自主財源
34.7％

依存財源
65.3％

歳入総額

207 億 1700 万円

繰越金
2 億円
繰越金
2 億円

国庫支出金
31 億 5408 万円

国庫支出金
31 億 5408 万円

地方交付税
62 億円

地方交付税
62 億円

一般会計  歳入
その他
ゴルフ場利用税交付金 2100 万円
自動車取得税交付金 3710 万円
など 計４億 2684 万円

その他
寄付金 8000 万円
使用料及び手数料 1 億 5247 万円
など 計 8 億 4930 万円

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
は

前
年
度
比
５
・
３
％
減
の
２
０
７
億
１
７
０
０
万
円

　

一
方
、
特
別
会
計
予
算
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
管

※
か
ん
き
ょ渠

工
事
の
減
な
ど
に
伴
い
前
年
に
比
べ
大
き
く
減
少
す
る
も
の

の
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
で
は
西
台
系
浄
水
場
電
気
計
装
設
備
更
新
工
事
の
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
６
．
７
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。 

※
管か

ん

き

ょ渠　

路
面
に
埋
設
す
る
排
水
管

議会だより№ 5 ３で

用語の解説をしているよ！

いっしょに見てみてね！
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平成 31年度予算案を集中審議

どう使われるの？ 私たち　の税金

歳出総額

207 億 1700 万円
民生費

73 億 3155 万円
民生費

73 億 3155 万円

衛生費
21 億 77 万円

衛生費
21 億 77 万円

農林水産業費
7 億 6641 万円
農林水産業費

7 億 6641 万円

土木費
19 億 9497 万円

土木費
19 億 9497 万円

消防費
14 億 1773 万円

消防費
14 億 1773 万円

教育費
25 億 7006 万円

教育費
25 億 7006 万円

公債費
22 億 7648 万円

公債費
22 億 7648 万円

一般会計  歳出
その他
災害復旧費 2000 円
諸支出金 1 億 4148 万円
予備費 2 千万円
計 １億 6148 万円

商工費
2 億 48 万円

議会費
1 億 6616 万円

総務費
17 億 3090 万円

会計名 今年度予算額 前年度予算額 増減額 増減率

一 般 会 計 207億1700万円 218億7000万円 △11億5300万円 △ 5.3％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 72億4433万円 74億3630万円 △ 1億9197万円 △ 2.6％

後 期 高 齢 者 医 療 5億4273万円 5億 317万円 3956万円 7.9％

介 護 保 険 47億3926万円 46億3969万円 9957万円 2.1％

農業集落排水事業 2億2095万円 2億 606万円 1489万円 7.2％

公 共 下 水 道 事 業 5億2481万円 6億3782万円 △ 1億1301万円 △17.7％

水 道 事 業 会 計 21億1207万円 19億7989万円 1億3218万円 6.7％

合 計 361億 114万円 372億7293万円 △11億7179万円 △ 3.1％

※予算額は四捨五入により記載しているため、合計等が一致していない場合があります。

一般会計予算

207 億 1700 万円

対前年度比　5.3％の減
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特 集

ピックアップ注目の事業

・高齢者タクシー利用助成事業

　鉾田市に住民登録している 75 歳以上の方

に、迎車分を含む初乗り料金を助成するタク

シー券を月４枚支給します。

・チャレンジショップ

　中心市街地の空き店舗を利用してチャレン

ジショップを立ち上げ、鉾田市で創業を目指

す方の支援と、中心市街地の集客力強化を図

ります。

・人口減少対策事業

　これまでの、市外からの転入者向け住宅取

得支援に加えて、定住を促進するための支援

が拡大され、市内在住で夫婦共に 40 歳未満

の住宅取得者に対し 10 万円が補助されます。

・放課後児童健全育成事業

　公立の放課後児童クラブとして、旧鉾田小

学校を活用した鉾田南児童クラブが新たに設

置され、名称が変更となった大洋西児童クラ

ブ、大洋東児童クラブと合わせて３か所で実

施されます。

・大洋公民館大規模改修工事

　市民が安全安心に利用できる環境とするた

め、トイレの洋式化や空調改修、玄関のバリ

アフリー化、照明の LED 化などの工事が行

われます。

※各事業には要件や期限などがありますので、詳細は市ホームページや担当課にお問い合わせください。

主な事業

令和元年６月８日から９

日にリハーサル大会、10

月４日から６日には本大

会を開催。

鉾田市はスポーツクライ

ミング競技会場となり、

多くの選手や関係者が来

場されます。　

【予算額  ２億 6949 万円】

令和元年 10 月　茨城国体開催‼

☞ check

市のホームページで、「平成 31

年度予算に関する説明書」が

公開されています。

主な事業や予算を確認することができます。
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主
な
質
疑

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
予
算
が
増
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

平
成
31
年
度
は
派
遣
人
数
を
16
名
程
度
に
増

員
し
、
さ
ら
に
教
職
員
１
名
が
随
行
す
る
予

算
を
増
額
し
た
た
め
。

平
成
31
年
度
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
、

４
ｍ
未
満
の
生
活
道
路
整
備
の
詳
細
と
、
整

備
地
区
は
。

１
地
区
あ
た
り
概
ね
２
０
０
ｍ
前
後
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
31
年
度
は

４
千
万
円
を
予
算
計
上
し
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
地
区
を
整
備
し
た
い
。

予
算
特
別
委
員
会

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
拡
大

４
ｍ
未
満
の
生
活
道
路
整
備
実
施

　
　
　
　
　

委

員

長　

入
江　

晃

委
員
構
成　

副
委
員
長　

亀
山　

彰

　
　
　
　
　

委　
　

員　

議
長
を
除
く
議
員

委員委員 課長課長

Ｈは

ぐ

Ｕ
Ｇ
く
む
子
育
て
応
援
事
業
に
お
け
る
経

済
的
支
援
の
詳
細
は
。

こ
れ
ま
で
は
、
１
歳
６
か
月
の
健
診
時
に

２
万
円
を
支
給
し
て
い
た
が
、
平
成
31
年
度

か
ら
は
、
４
か
月
と
１
歳
６
か
月
の
健
診
時

に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
１
万
円

ず
つ
交
付
す
る
。

平
成
30
年
度
に
公
表
さ
れ
た
市
民
満
足
度
調

査
で
、
鉾
田
市
が
市
外
に
発
信
で
き
る
「
強
み
」

と
し
て
上
位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
る
「
う
ま
か
っ

ぺ
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
平
成
31
年
度
に
実
施
し

な
い
と
決
め
た
経
緯
は
。

う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
は
、
こ
れ
ま
で
10
回

開
催
し
、
市
民
に
も
浸
透
し
て
き
た
が
、
産

業
祭
は
近
隣
自
治
体
で
も
多
く
実
施
さ
れ
て

お
り
、
よ
り
市
外
か
ら
の
集
客
を
図
る
た
め

の
付
加
価
値
が
必
要
と
考
え
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
軸
に
据
え
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。

子
育
て
応
援
給
付
金
の
支
給
が
変
わ
り
ま
す

う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
を
見
直
し

委員委員 課長部長

討　

論

　

鉾
田
市
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
鉾

田
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
が
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
。

　

小
学
校
統
合
に
伴
い
交
付
税
が
大
幅
減
と
な
っ
て

い
く
な
か
で
何
ら
財
源
対
策
が
示
さ
れ
ず
、
旭
地
区

や
大
洋
地
区
の
遠
距
離
児
童
の
通
学
の
困
難
さ
を
放

置
し
た
ま
ま
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
無
料
運
行
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
。

　

多
く
の
事
業
で
内
容
が
精
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
制
度

設
計
も
未
整
備
の
ま
ま
に
予
算
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
は
協
議
が
未
調

整
で
運
用
実
施
は
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
反
対
。

　

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の
開
始
や
教
育

ロ
ー
ン
利
子
補
給
事
業
の
改
善
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
料
無
料
化
の
実
施
、
メ
ロ
ン
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
更

新
費
用
補
助
金
の
開
始
、
道
路
整
備
予
算
の
増
額
な

ど
新
規
事
業
も
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

積
み
増
し
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
基
金
も
取
り
崩
し

活
用
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
要
望
に
応
え
た
予
算
と

な
っ
て
い
る
た
め
賛
成
。

平
成
31
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
予
算

議
案
第
１
号

反
対

賛
成
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３
月
１
日
（
金
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
施
政
方
針
並
び
に
市
長
提
出
議
案
の
説
明

３
月
６
日
（
水
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
会
派
代
表
者
質
問

　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

３
月
７
日
（
木
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

３
月
８
日
（
金
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　

・
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
選
挙

３
月
11
日
（
月
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
市
長
提
出
議
案
の
質
疑･

討
論
・
採
決

（
平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
以
外
）

３
月
12
日
（
火
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
質
疑
（
平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
）

　
　
　
　
　
　
　

・
予
算
特
別
委
員
会
設
置

３
月
14
日
（
木
）
予
算
特
別
委
員
会

３
月
15
日
（
金
）
予
算
特
別
委
員
会

３
月
18
日
（
月
）
予
算
特
別
委
員
会

３
月
19
日
（
火
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

３
月
22
日
（
金
）
経
済
建
設
常
任
委
員
会

３
月
25
日
（
月
）
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

３
月
27
日
（
水
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
市
長
提
出
議
案
の
質
疑･

討
論･

採
決

（
平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
）

　
　
　
　
　
　
　

・
議
議
案
第
１
号
提
案
説
明･

質
疑･

討

論･

採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
議
議
案
第
２
号
提
案
説
明･

質
疑･

討

論･

採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
陳
情
第
31ｰ

２
号
委
員
長
報
告･

質
疑

･

討
論･

採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
議
議
案
第
３
号
提
案
説
明･

質
疑･

討

論･

採
決

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会

主な日程

各議員の賛否が分かれた議案等

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　議：議長　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

会
議
名

議員名

議案等

髙
埜　

栄
治

井
川　

倫
士

渡
辺　

拓
哉

亀
山　
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

郡
司　
　

功

小
沼　
　

勝

根
嵜　
　

眞

水
上　

美
智
子

入
江　
　

晃

岩
間　

勝
栄

井
川　

茂
樹

米
川　

宗
司

友
部　

政
德

山
口　
　

德

田
口　

清
一

堀
田　

正
衛

石
津　

武
吉

高
野　
　

衛

倉
川　

陽
好

討　論
採
決
結
果

※議案等に
ついて

賛成 反対

第
１
回
定
例
会

第１号
平成31年度鉾田市一
般会計予算

○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● 議 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

亀山
高野
米川
友部

岩間
堀田
石津

可決

第２号
平成31年度鉾田市国
民健康保険特別会計
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 髙埜 高野 可決

第３号
平成31年度鉾田市後
期高齢者医療特別会
計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 郡司 高野 可決

第12号
鉾田市国民健康保険
税条例の一部改正に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 倉川 高野 可決

議議案
第１号

平成31年度鉾田市一
般会計予算に対する
附帯決議（案）の提出
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● 渡辺 石津 否決

議議案
第２号

鉾田市議会議員の定
数を定める条例の一
部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● 議 ○ ○ ○ ● ● ● ● ○
根嵜
米川

高野
石津

可決

提出された議案等と審議結果
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平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
１
日
か
ら
３
月

27
日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
平
成
31
年
度
各
会
計
予
算
な

ど
計
49
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら

３
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

一
般
質
問
は
、
16
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
☞
９
ペ
ー
ジ
～
17
ペ
ー
ジ
）

　

請
願
は
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
自
己
負
担
２
割
へ

の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
は
、
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
縮
小

に
関
す
る
陳
情
及
び
鉾
田
中
央
公
民
館
に
関
す
る
陳

情
書
が
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
は
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
請
願

審
査
及
び
所
管
事
務
調
査
が
、
経
済
建
設
常
任
委
員

会
で
は
所
管
事
務
調
査
が
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

で
は
陳
情
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に

お
い
て
集
中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

（
☞
５
ペ
ー
ジ
）

　

今
定
例
会
で
は
、
51
議
案
が
可
決
さ
れ
、
議
員
提

出
議
案
１
議
案
が
否
決
、
請
願
は
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。
陳
情
は
、
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
陳
情
は
採
択
さ
れ
、
鉾
田
中
央
公
民
館
に

関
す
る
陳
情
書
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

概 　要

全会一致で可決された議案等

会議名 議　案　等

第
１
回
定
例
会

第 4 号 平成 31 年度鉾田市介護保険特別会計予算
第 5 号 平成 31 年度鉾田市農業集落排水事業特別会計予算
第 6 号 平成 31 年度鉾田市公共下水道事業特別会計予算
第 7 号 平成 31 年度鉾田市水道事業会計予算
第 8 号 学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

第 9 号
鉾田市議会議員及び鉾田市長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選挙運動
用ポスターの作成の公費負担に関する条例の制定について

第10号 鉾田市個人情報の保護に関する条例の一部改正について
第11号 鉾田市税条例の一部改正について
第13号 鉾田市国民健康保険条例の一部改正について
第14号 鉾田市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
第15号 鉾田市放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正について
第16号 鉾田市立学校設置条例の一部改正について
第17号 平成 30 年度鉾田市一般会計補正予算（第６号）
第18号 平成 30 年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
第19号 平成 30 年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第４号）
第20号 平成 30 年度鉾田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
第21号 平成 30 年度鉾田市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
第22号 平成 30 年度鉾田市水道事業会計補正予算（第３号）
第23号 市道路線の廃止について
第24号 市道路線の変更について
第25号 市道路線の認定について
第26号～
第49号 鉾田市農業委員会委員の任命について

陳情第
31-2号

「鹿行地域の医療体制維持のため、なめがた地域医療センターの入院・夜間救急受け入れの
停止の方針が見直されるよう、茨城県厚生連および茨城県へ要請すること」を求める陳情書

議議案
第３号

土浦協同病院なめがた地域医療センター現体制の堅持及び、鹿行地域医療体制の整
備に関する要望書の提出について

提出された議案等と審議結果

選　

挙

（
当
選
人
）

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙

　
　

郡
司　

功
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注目議案をピックアップ

　市議会議員改選のあった４年前から人口が約２千人減少しており、今後も同じような
スピードで人口減少が進むことが予想され、人口割で考えても議員定数が多いのではな
いかと考える。また、市民からも議員定数 20 名は多いのではとの声があがっている。
　常任委員会３委員会を各６名で構成することを考慮すると、18 名が議会のあり方と
して理想と考える。

・定数削減は、行財政改革の視点だけではなく、市の抱える行政課題や多様化する住民の

意思の反映を十分考慮する必要があり、現状で２名削減の時期ではないと考える。

・議会の重みがますます軽んじられることを危惧する。市政に対するチェック機能や多種

多様な世論をくみ上げ実現していくためには20名が必要。この提案は性急で、１年以上

をかけて議論すべき。

・少子化や若い世代の市外流出により、人口減少に歯止めがかからない状況で、人口割に

対する議員定数に疑問を感じる。議員自身の質を高め、住民の付託に応えることのでき

る議員が選ばれるべきである。

・全国的に議員のなり手不足と言われており、今この時期に処遇の改善等を含め環境を整

える必要がある。議員報告会でも市民から議員定数削減と報酬改善について意見があり、

削減すべきと考える。

討　論

議議案第２号

提
案
理
由

鉾田市議会議員の定数を定める条例の一部を
改正する条例

議員定数２名削減　18名に

可決

反
対

賛
成

　

よ
り
よ
い
ま
ち
の
実

現
に
向
け
、
急
激
な
人

口
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
る

こ
と
が
一
番
大
事
な
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
が
、
市
長
の
考
え

る
人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か

け
る
一
番
の
施
策
を
伺
う
。

　
【
市
長
】
結
婚
か
ら
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て

支
援
、
教
育
環
境
の
充
実
、

雇
用
の
場
の
創
出
、
住
宅
支

援
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

の
事
業
を
切
れ
目
な
く
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
市
全
体
で
取

り
組
む
。

　

若
い
人
が
安
心
し
て
結
婚

し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
子

ど
も
た
ち
が
恵
ま
れ
た
環
境

で
教
育
を
受
け
、
健
や
か
に

育
ち
、
鉾
田
で
働
き
、
結
婚
し
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
て
い
く

と
い
っ
た
好
循
環
社
会
の
礎

を
築
い
て
い
き
た
い
。

　

結
婚
か
ら
子
育
て

ま
で
を
し
っ
か
り

と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
進
め
れ
ば
、

人
口
減
少
は
食
い
と
め
ら
れ

る
と
の
思
い
で
こ
の
施
策
を

出
し
て
い
る
と
は
思
う
が
、

さ
ら
に
深
く
考
え
た
と
き
に
、

雇
用
の
創
出
が
重
要
で
あ
る
。

市
長
は
雇
用
の
場
の
創
出
を

謳
っ
て
い
る
が
、
鉾
田
に
働

く
場
所
が
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

　

鉾
田
市
の
住
環
境
や
教
育

環
境
は
と
て
も
い
い
場
所
だ

と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
働

く
場
所
が
少
な
い
の
で
、
雇

用
の
創
出
に
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

公明党

鉾田市議団

入江　晃  議員

よ
り
よ
い
ま
ち
の

実
現
に
向
け
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
徹
底
し
た
行
政
改
革
に
つ

い
て

・
安
心
の
子
育
て
に
つ
い
て

・
頼
れ
る
福
祉
に
つ
い
て

・
便
利
な
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
・
主
要
施
策
に
つ
い
て

答 問

会派代表者質問市政を問う ３月６日

提
言
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ここが聞きたい!!　一般質問

議員名 質問事項

渡辺　拓哉

1.（仮称）市民交流館について
2. クリーンセンターのゴミについて
3. 鉾田市の職員の再就職について
4. 農業振興センターについて
5. 今年のうまかっぺフェスタについて

髙埜　栄治

1. 本市の農業産出額を支える養豚
事業経営の継続性確保のための
支援について

2. 本市の観光産業振興等による交流
人口ならびに地域づくり担い手と
なる関係人口の増加策について

3. 特別支援学級で学ぶ児童生徒の教育
の充実と関係機関連携による豊かな
ライフステージづくりについて

井川　倫士

1. 将来的な歳入歳出のバランスと
基金残高の見通しについて

2. 鉾田南小学校の整備事業に関す
る市民からの改善要望について

3. 市民の安心を確保するための地
域医療の補助体制について

4. 本市の施策立案、並びに事業推進に
おける企画力向上の方法について

石津　武吉

1. 市民アンケート調査について
2. 水鳥・湿地センターの誘致について
3. 児童虐待への対応について
4. 議会報告会への職員の参加要望

の件について

高野　衛

1. 東海第二原発の再稼働問題について
2. 鉾田南小学校通学児童の安全対策について
3. 障害者福祉の充実について
4. 豚コレラ対策について
5. なめがた地域総合医療センターについて
6. 医療費のお知らせ通知について

堀田　正衛

1. 一般廃棄物広域処理促進協議会
と鉾田市の今後の対応について

2. 飯名の市有地の活用について
3. スクールバスの無償化に伴う財源について
4. ともえ荘の運営について

議員名 質問事項

岩間　勝栄

1. がん検診の受診率向上のための
対策について

2. 子育て中の女性に対しての就労
支援について

根嵜　眞

1.「ごみの散乱防止!きれいなまちを
つくろうプロジェクト」について

2.「環境保全活動をみんなで行う
環境づくり」について

3. ボランティア清掃について
4. 鉾田市都市計画マスタープランについて
5. 道路・交通体系形成の方針について

米川　宗司
1. 文化財保護について
2. 住民健診について
3. 予算について

水上　美智子

1. 市のホームページ活用について
2. 将来を担う子どもたちのより良い教

育環境の充実を目指すことについて
3. 高齢者が安心して暮らす環境づ

くりについて

倉川　陽好

1. 小学校統合に向けた取り組みについて
2. 桜本地区コミュニティ施設の助

成について
3. 指定ゴミ袋について
4. 市の行政施設について
5. 企業誘致促進事業について
6. 指定管理者の取り組みについて

友部　政德

1. 海岸の浸食対策について
2. 県道182号について
3. 新宮土地改良区について
4. 公共下水道処理施設周辺整備について
5. 通学路について

亀山　彰
1. 幼児教育について

小沼　勝

1. 鉾田市農産物等ＰＲ方法について
2. スクールバスの無償化について
3. 市民を幸福にする住みやすさと

定住意向の政策について

入江　晃

1. アンケートについて
2. 市民交流館建設予定地の利活用について
3. 市の公共交通について
4. 保育所の運営状況について
5. 親水公園計画について
6. 涸沼ラムサール条約登録後の対策について
7. 農業振興について

田口　清一 1. 交通弱者のための移動手段の確保について
2. スクールバスの無料化について

議員が市政全般の現状や方針など
を問うものです。
ここでは、一般質問を要約して報
告します。

ホームページで

一般質問の会議録が見られます
①鉾田市のホームページへアクセスする。

　アドレス http://www.city.hokota.lg.jp

②市ガイド内の「鉾田市議会」をクリックする。

③会議録をクリックする。

また、各議員の QR コードを読み込むことで、そ
の議員の一般質問の録画を再生できます。

検　索

第１回定例会

P15

P15

P14

P14

P13

P13

P10

P10

P11

P11

P12

P12

P16

P16

P17

P17

一般質問とは？
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

　
（
仮
称
）
市
民
交
流
館

予
定
地
の
利
活
用
検

討
委
員
会
の
状
況
は
。

　

ま
た
、
市
民
意
識
調
査
は

平
成
31
年
３
月
に
実
施
さ
れ

る
の
か
伺
う
。

　
【
副
市
長
】
飯
名
地
区

の
市
有
地
利
活
用
検

討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
立

地
の
状
況
や
現
場
を
確
認
し

た
う
え
で
、
鉾
田
市
全
体
の

課
題
や
公
共
施
設
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
、
次
世
代
に
つ
な

が
る
活
用
を
念
頭
に
、
①
子

　

鉾
田
市
の
平
成
28
年

度
の
農
業
生
産
額
を

見
る
と
、
野
菜
の
58
％
に

続
き
、
養
豚
業
が
17
％
で

１
４
０
億
１
千
万
円
の
実
績

を
残
し
て
お
り
、
県
内
第
１

位
と
な
っ
て
い
る
。
養
豚
業

者
の
多
く
が
銘
柄
豚
と
し
て

有
利
販
売
に
努
め
る
な
ど
本

市
の
基
幹
産
業
を
担
っ
て
い

る
が
、
養
豚
経
営
に
お
い
て

は
、
伝
染
病
や
健
康
飼
育
対

策
、
環
境
対
策
な
ど
多
く
の

リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
い
る
。

育
て
支
援
の
環
境
づ
く
り
、

②
市
内
の
活
性
化
、
③
鉾
田

市
と
農
業
の
活
性
化
、
④
市

民
の
多
世
代
が
活
動
で
き
る

場
所
の
充
実
化
の
４
点
の
方

向
性
が
示
さ
れ
、
想
定
さ
れ

る
機
能
を
複
合
的
に
取
り
入

れ
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
が
気
軽
に

集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
空
間

を
創
出
す
る
場
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

　

市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
３
月
ま
で
に

は
発
送
で
き
る
よ
う
準
備
を

　

今
後
、
持
続
性
あ
る
産
業

と
す
る
た
め
に
は
自
助
努
力

に
加
え
て
行
政
の
関
わ
り
も

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
が
、
養
豚
経
営
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

　

ま
た
、
養
豚
組
合
に
対
す

る
助
成
し
か
行
っ
て
い
な
い

養
豚
業
へ
の
支
援
方
法
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
取

り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
養

豚
経
営
の
課
題
と
し

進
め
て
い
る
。

　

議
会
に
対
し
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

の
報
告
だ
け
で
な
く
、
意
見

も
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
想
定
し

て
い
る
内
容
を
伺
う
。

　
【
副
市
長
】
議
会
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を

示
す
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
現
在
検
討
中
だ
が
、
検

討
委
員
会
で
示
さ
れ
た
方
向

性
に
対
す
る
意
見
も
聞
い
て

い
き
た
い
。

て
、
環
境
対
策
へ
の
負
担
増

大
、
後
継
者
の
問
題
、
飼
料

費
の
高
騰
、
従
来
以
上
の
家

畜
防
疫
体
制
の
構
築
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

養
豚
業
者
へ
の
市
単
独
事

業
と
し
て
は
、
オ
ー
エ
ス
キ
ー

病
の
予
防
接
種
補
助
事
業
が

あ
る
が
、
国
・
県
補
助
の
活

用
も
含
め
て
養
豚
事
業
者
へ

の
支
援
の
拡
充
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　

環
境
対
策
や
飼
料

費
高
騰
な
ど
養
豚

　

市
民
意
識
調
査
の

結
果
は
実
行
に
移

さ
れ
る
の
か
。

　
【
副
市
長
】
市
民
意
識

調
査
の
結
果
を
ふ
ま

え
て
、
最
終
的
に
は
市
長
が

決
断
す
る
。

　

市
民
の
意
見
な
の

で
、
ぜ
ひ
実
行
に

移
し
て
ほ
し
い
。

事
業
者
が
抱
え
る
課
題
解
決

の
た
め
の
予
算
が
編
成
さ
れ

て
い
な
い
。
事
業
者
が
年
々

減
っ
て
い
る
中
、
課
題
を
把

握
し
て
い
な
が
ら
予
算
化
は

考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
国

等
の
補
助
要
件
に
合

致
す
る
取
り
組
み
と
な
る
よ

う
養
豚
業
者
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
環
境
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
、
補
助
事
業
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答

答

答答

答問 問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

髙 埜　 栄 治

養豚事業経営の

継続性確保のた

めの支援

策は

渡 辺  拓 哉

（仮称）市民交

流館予定地利活

用の進捗

は

要
望
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

田
警
察
署
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。
9
月
に
県
警
察
本
部

交
通
規
制
課
か
ら
、
当
該
交
差

点
は
交
通
量
が
少
な
い
た
め

信
号
機
の
設
置
は
難
し
い
が
、

代
わ
り
に
小
学
校
前
へ
の
信

号
機
設
置
を
検
討
す
る
と
の

回
答
が
あ
り
、
11
月
に
設
置
が

決
定
し
た
。

　

交
差
点
へ
の
信
号
設
置
に

つ
い
て
は
、
平
成
31
年
３
月

に
再
度
要
望
書
を
提
出
し
て

お
り
、
引
き
続
き
協
議
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
調
整
池
は
正
門
の
そ

再
質
問

　

鉾
田
南
小
学
校
の
校

舎
や
周
辺
環
境
に
つ

い
て
、
市
民
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
改
善
要
望
が
あ
り
、
県

な
ど
に
対
し
て
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
【
教
育
部
長
】
こ
れ
ま

で
通
学
路
の
安
全
対

策
や
敷
地
内
の
調
整
池
、
駐

車
場
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
学
校
付
近
の
交
差
点
へ
の

信
号
機
設
置
の
要
望
が
あ
っ

た
た
め
、
平
成
30
年
4
月
に
鉾

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締

結
後
、
市
長
は
昨
年
、

水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
の
誘

致
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
県
当
局
と
の
交
渉
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま

た
、
元
県
職
員
で
あ
っ
た
副

市
長
は
、
県
当
局
と
の
交
渉

に
ど
の
程
度
関
わ
っ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
【
市
民
部
長
】
平
成
30

年
10
月
に
本
市
・
茨

城
町
・
大
洗
町
の
各
首
長
と

茨
城
県
と
で
環
境
省
に
赴
き
、

水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
分
割
し
、
大
洗
町
と
連

携
の
も
と
本
市
と
茨
城
町
に

施
設
整
備
を
求
め
る
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
。
平
成
31

年
１
月
に
は
、
環
境
省
の
平

成
31
年
度
予
算
に
お
い
て
施

設
整
備
に
向
け
た
基
本
構
想

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
と

茨
城
県
を
通
し
説
明
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
副
市
長
の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県

と
の
連
絡
調
整
や
事
業
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を

も
ら
っ
て
い
る
。

ば
で
危
険
な
の
で
ふ
た
を
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
構
造
上
ふ
た
を
す
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
調
整
池
の

上
段
と
中
段
の
2
か
所
に
忍

び
返
し
付
き
の
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
も
設
置

し
て
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

　

交
差
点
へ
の
信
号

設
置
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
や
地
域
住
民
に
よ
る

署
名
活
動
が
始
ま
っ
て
お
り
、

信
号
機
設
置
の
要
望
を
近
く

出
す
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
開
校
当
初
は
保
護
者

　

市
長
は
施
政
方
針

で
国
会
議
員
を
含

め
中
央
省
庁
に
財
源
確
保
等

に
出
向
く
と
言
っ
て
い
る
が
、

県
や
県
議
会
議
員
が
抜
け
て

い
る
。
市
長
の
基
本
的
な
考

え
方
を
改
め
て
伺
い
た
い
。

　
【
市
長
】
県
も
含
め
、

必
要
に
応
じ
、
必
要

な
部
署
等
に
行
っ
て
要
請
し

て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　

本
市
を
含
め
た
茨

城
町
と
大
洗
町
の

三
市
町
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

茨
城
町
の
広
浦
と
本
市
箕
輪

の
送
迎
等
が
か
な
り
多
く
な

る
と
思
う
。
特
に
雨
の
日
な

ど
は
正
門
付
近
の
交
通
渋
滞

が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
近

隣
の
交
差
点
等
は
保
護
者
が

交
通
整
理
を
自
主
的
に
行
う

よ
う
だ
が
、
正
門
付
近
を
保
護

者
が
行
う
の
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
る
が
対
策
を
伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
職
員
や

教
員
で
は
な
く
、
一

定
期
間
警
備
員
を
配
置
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

地
区
に
施
設
整
備
の
計
画
が

決
ま
っ
た
と
聞
い
た
が
、
そ

の
内
容
は
。

　
【
市
民
部
長
】
茨
城
町

と
本
市
の
双
方
に
同

じ
よ
う
な
水
鳥
・
湿
地
セ
ン

タ
ー
を
作
る
の
で
は
な
く
、

二
つ
の
地
区
に
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
分
け
て
、
環
境
省
が

基
本
構
想
の
策
定
と
整
備
を

行
う
と
、
茨
城
県
を
通
じ
説

明
を
受
け
て
い
る
。

答

答

答

答

答 問 問

再
質
問

再
質
問

石 津　 武 吉

水鳥・湿地セン

ターの誘致

井 川　 倫 士

鉾田南小学校整

備に関する市民

からの改

善要望は
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
【
市
長
】
鹿
行
地
域
の

第
三
次
救
急
医
療
が

な
く
な
る
と
い
う
看
過
で
き

な
い
状
況
で
、
な
ぜ
早
く
地
元

の
自
治
体
に
話
を
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
の
か
と
、
私
も
同

じ
気
持
ち
。
27
万
鹿
行
広
域

住
民
の
生
命
を
守
る
医
療
機

関
な
の
で
、
今
後
は
様
々
な
方

策
を
も
っ
て
、
国
や
県
に
も
要

望
し
、
一
丸
と
な
っ
て
状
況
を

打
開
し
て
い
き
た
い
。

る
こ
と
が
困
難
な
問
題
の
た

め
、
今
後
も
県
や
医
師
会
、

近
隣
市
町
村
と
連
携
を
図
っ

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

経
営
の
悪
化
が
背

景
に
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
お
り
、
県
の
財
政
的

な
支
援
が
不
可
欠
で
、
鉾
田

市
と
し
て
支
援
で
き
る
こ
と

を
ま
と
め
る
こ
と
も
必
要
だ

と
考
え
る
。

　

本
市
か
ら
も
医
師
確
保
の

た
め
の
補
助
金
を
支
出
し
、

地
域
医
療
充
実
の
た
め
に
協

力
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、

何
ら
相
談
も
な
く
縮
小
を
決

　

平
成
31
年
４
月
か
ら

な
め
が
た
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
の
入
院
機
能
縮
小

と
夜
間
緊
急
受
け
入
れ
中
止

へ
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
高
度
医
療
や
第
二

次
、
第
三
次
救
急
医
療
に
対

応
す
る
地
域
の
中
核
医
療
機

関
を
担
っ
て
お
り
、
市
民
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
。
本
市
と
し
て
機
能
低
下

を
食
い
と
め
る
方
策
や
要
請

な
ど
を
講
じ
る
考
え
は
あ
る

か
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
状

況
の
改
善
に
は
、
医

師
確
保
の
た
め
の
補
助
制
度

の
拡
充
な
ど
と
い
っ
た
支
援

策
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
茨
城

県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
や
茨
城
県
に
対
す
る
要
請

活
動
、
鉾
田
地
域
病
院
群
輪

番
制
の
関
係
医
療
機
関
に
対

す
る
協
力
依
頼
、
な
め
が
た

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
事
業
継
続
の
要
請
な
ど
を

行
っ
て
き
た
が
、
広
域
的
な

救
急
医
療
の
整
備
な
ど
に
関

し
て
は
、
市
単
独
で
解
決
す

　

潮

来

市
、

行

方

市
、

鉾
田
市
に
お
い
て
、

広
域
的
な
ご
み
処
理
場
建
設

に
つ
い
て
十
年
前
か
ら
検
討

を
重
ね
て
き
た
が
、
平
成
30

年
９
月
に
、
潮
来
市
が
こ
の

組
合
か
ら
離
脱
を
表
明
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
行
方
市
も

離
脱
を
す
る
と
表
明
し
た
。

３
市
で
十
年
間
も
検
討
し
て

き
て
、
用
地
を
選
定
す
る
と

こ
ろ
ま
で
来
た
の
に
、
鉾
田

市
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て
し

ま
っ
た
状
況
で
あ
る
が
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
市
民
部
長
】
３
市
の

枠
組
み
が
、
事
実
上
、

事
業
休
止
と
な
り
、
新
た
な

枠
組
み
を
本
市
で
は
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在

の
鉾
田
市
４
万
８
千
人
の
人

口
で
は
、
補
助
金
の
交
付
要

件
で
あ
る
５
万
人
に
満
た
な

い
た
め
、
現
状
で
は
、
本
市

の
み
で
は
補
助
金
の
交
付
が

受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
連
携

で
き
る
市
町
村
と
枠
組
み
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

大
洗
町
か
ら
話
が

あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
鉾
田
市
単
独
で
は
人

口
が
５
万
人
未
満
で
交
付
金

が
出
な
い
が
、
鉾
田
市
と
大

洗
町
を
合
わ
せ
れ
ば
、
５
、

６
万
人
近
く
に
な
る
。
大
洗

町
と
協
議
を
進
め
る
こ
と
は

い
い
こ
と
と
思
う
が
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
求
め
る
。

　
【
市
長
】
行
方
市
の
離

脱
の
報
道
が
あ
っ
た

翌
日
に
大
洗
町
長
か
ら
電
話

が
あ
り
、
後
日
、
鉾
田
市
に

来
ら
れ
た
。
大
洗
町
で
は
、

ぜ
ひ
鉾
田
市
と
一
緒
に
や
ら

せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を

述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
実

現
性
を
最
優
先
し
た
い
の
で
、

現
段
階
で
は
、
ど
こ
と
組
ん

で
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で
進

め
ば
い
い
か
と
い
う
こ
と
は

ま
だ
公
表
す
る
段
階
で
は
な

い
こ
と
を
理
解
さ
れ
た
い
。

答

答 再
質
問

再
質
問

答答

問問

なめがた地域医

療センターの機

能縮小問

題

高 野 　 衛堀 田　 正 衛

廃棄物広域処理

の今後の対応
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

き
た
い
。

　

計
画
見
直
し
に
は
、

市
民
も
含
め
、
時

間
を
か
け
て
、
時
代
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
取
り
入
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

　
【
建
設
部
長
】
各
方
面

の
市
民
の
方
々
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け
、
市

民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
き

た
い
。

あ
る
。
若
い
お
母
さ
ん
方
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き

る
よ
う
な
支
援
体
制
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
【
市
長
】
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
多
く
の

若
い
人
た
ち
、
お
母
さ
ん
方

が
鉾
田
市
に
住
ん
で
み
た
い

と
思
う
よ
う
な
状
況
を
つ
く

れ
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
す

る
。

ど
、
住
環
境
や
交
通
体
系
が

変
わ
り
、
当
初
の
計
画
と
の

開
き
が
生
じ
て
い
る
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
計
画
期

間
の
中
間
年
次
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
市
の
最
上
位
計
画

で
あ
る
第
２
次
鉾
田
市
総
合

計
画
や
県
が
策
定
し
て
い
る

鉾
田
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
ほ
か
、
市
が

策
定
し
て
い
る
防
災
や
福
祉

な
ど
各
分
野
に
お
け
る
事
業

計
画
な
ど
と
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
見
直
し
を
進
め
て
い

　
【
建
設
部
長
】
鉾
田
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
都
市
計
画
の
基
本

的
な
方
針
と
し
て
平
成
22
年

に
策
定
し
、
目
標
年
次
を
平

成
42
年
と
定
め
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
策
定
の
翌
年

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
影
響
の
ほ
か
、
小
学

校
の
統
合
、
涸
沼
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
登
録
、
整
備
中
の

新
市
連
絡
道
や
昨
年
供
用
し

た
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線

鉾
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な

　

本
市
で
は
合
併
に
よ

る
地
区
の
速
や
か
な

一
体
感
を
基
本
と
し
、
地
域

性
や
独
自
性
を
尊
重
し
た
市

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
と
し
て
、
平
成
22
年
３

月
に
鉾
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

平
成
31
年
度
は
計
画
の
中
間

年
次
に
あ
た
る
た
め
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
改
正

を
行
う
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
改
正
に
な
る
か
伺
う
。

不
安
が
あ
っ
た
り
、
情
報
が

足
り
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
こ
と
も
あ
る
か
と
思
う

が
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
本

市
で
は
、
鉾
田
市
地

域
職
業
相
談
室
を
設
け
相
談

に
応
じ
て
い
る
。
ま
た
、
鉾

田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
健
康
福
祉
部
が

運
営
し
子
育
て
中
の
女
性
の

就
職
支
援
に
つ
い
て
対
応
し

て
い
る
が
、
こ
の
２
つ
の
機

関
が
う
ま
く
連
携
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
施
設
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
も
あ
り
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
は
設
置
し
て
な

い
が
、
同
じ
市
の
部
局
で
あ

る
の
で
、
連
携
を
密
に
し
て
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
就
職
活

動
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
方
の
支
援
に
つ
い
て
、

今
後
も
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

人
口
減
少
問
題
は
、

ど
こ
の
市
町
村
で

も
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
で

　

女
性
が
活
躍
す
る
場

を
つ
く
る
こ
と
は
、

女
性
が
そ
の
地
域
に
魅
力
を

感
じ
、
住
み
続
け
る
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
地
域

に
お
け
る
女
性
の
活
躍
は
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
に

お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創

出
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
就
労
を

目
指
す
女
性
を
支
援
し
て
も

ら
い
た
い
。
し
か
し
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
、
再
就
職
に

踏
み
切
ろ
う
と
思
っ
て
も
、

再
質
問

再
質
問

答

答 答

答答

問

子育て中の女性

に対する就労支

援

岩 間　 勝 栄根 嵜 　 眞

鉾田市都市計画

マスタープラン
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

米 川　 宗 司

厳島神社の観光

資源としての活

用を

水上　美智子

高齢者が安心し

て暮らせる環境

づくり

　

子
生
地
区
に
あ
る
厳

島
神
社
は
県
及
び
市

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
近
隣
市
町
に
は
な
い
、

歴
史
あ
る
建
物
で
も
あ
り
、

以
前
は
遠
方
よ
り
崇
拝
者
が

往
来
し
、
に
ぎ
わ
い
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
市
内
外

か
ら
人
々
を
呼
び
込
む
資
源

と
考
え
る
が
、
そ
の
活
用
方

法
を
伺
う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
厳

島
神
社
は
、
子
生
の

弁
天
様
と
し
て
親
し
ま
れ
、

　

以
前
の
一
般
質
問
で
、

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

補
助
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
を
調
査
す
る
よ
う
提
言

し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
対

す
る
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い

た
い
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
平

成
31
年
度
事
業
と
し

て
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
を
予
算
計
上
し
て

い
る
。
75
歳
以
上
の
高
齢
者

安
芸
の
厳
島
神
社
よ
り
分
霊

を
迎
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
荘
厳
な
た
た
ず
ま
い
と

立
派
な
竜
の
彫
刻
な
ど
、
文

化
財
と
し
て
だ
け
で
な
く
観

光
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

ま
た
子
生
の
地
名
に
も
あ
る

と
お
り
、
安
産
祈
願
の
お
社

と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
塔
ヶ

崎
の
観
音
様
と
と
も
に
、
妊

娠
中
の
女
性
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

し
た
観
光
事
業
な
ど
に
も
活

用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
る
。

を
対
象
に
、
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
促
す
こ
と
を
含

め
た
取
り
組
み
と
し
て
、
タ

ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
相
当
額

を
助
成
す
る
こ
と
で
高
齢
者

の
外
出
を
支
援
す
る
。
月
４

枚
、
年
間
最
大
48
枚
の
助
成

券
の
交
付
を
行
う
。
こ
の
事

業
は
、
平
成
30
年
度
策
定
し

た
鉾
田
市
公
共
交
通
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
将
来
的
な
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
各
種
調
査
を
踏

ま
え
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

厳
島
神
社
は
安
産

と
子
育
て
の
神
様

と
い
う
こ
と
で
、
塔
ヶ
崎
の

観
音
様
と
同
様
に
由
緒
あ
る

神
社
で
あ
る
。
し
か
も
、
安

芸
の
宮
島
の
厳
島
神
社
を
彷

彿
さ
せ
る
よ
う
な
、
森
の
中

央
部
に
鎮
座
す
る
神
秘
的
な

神
社
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と

㏚
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
市

が
行
う
婚
活
活
動
の
際
は
男

女
の
出
会
い
の
場
と
し
て
も

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

大
洋
地
区
と
白
塚

区
を
対
象
に
乗
合

自
動
車
が
運
行
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
地
区
の
高
齢
者
も

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の

対
象
と
な
る
の
か
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
地

区
の
制
限
は
設
け
て

い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
高
齢

者
に
対
す
る
運
転

免
許
証
返
納
を
促
す
一
つ
の

手
だ
て
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー

券
の
利
用
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

　
【
産
業
経
済
部
長
】
観

光
資
源
と
し
て
生
か

し
て
い
く
た
め
に
は
、
建
物

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
身

や
コ
ン
テ
ン
ツ
が
重
要
に
な

る
の
で
、
整
備
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
は
、
地
元
の

区
長
や
氏
子
さ
ん

へ
行
政
側
か
ら
働
き
か
け
を

行
い
、
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
を
願
い
た
い
。

ま
な
議
員
が
質
問
し
て
き
た
。

75
歳
と
い
う
縛
り
は
あ
る
が
、

高
齢
者
が
こ
の
タ
ク
シ
ー
券

を
利
用
し
て
、
生
活
に
し
っ

か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
な

事
業
に
し
て
ほ
し
い
。

答答

答

答

問問

要
望

要
望

再
質
問

再
質
問
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

友 部　 政 德

下荒地海岸の浸

食対策

倉 川　 陽 好

桜本地区コミュ

ニティ施設の整

備

　

鉾
田
地
区
に
は
地
域

の
集
会
所
が
な
く
、

食
堂
な
ど
で
集
ま
る
と
い
う

よ
う
な
形
が
多
い
と
聞
い
て

い
る
。
桜
本
地
区
は
自
警
団

や
交
通
指
導
等
を
頑
張
っ
て

い
る
地
区
で
、
自
警
団
組
織

や
防
災
、
そ
し
て
地
域
の
和

を
保
つ
た
め
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
必
要
な
施

設
で
あ
る
し
、
区
の
加
入
者

を
増
や
す
た
め
に
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
整
備
の
助
成
に

　

下
荒
地
海
岸
に
波
消

し
ブ
ロ
ッ
ク
等
が
設

置
し
て
あ
る
が
、
そ
の
半
分

く
ら
い
は
砂
に
埋
も
れ
、
大

し
け
の
と
き
は
波
が
押
し
寄

せ
、
大
地
が
削
り
取
ら
れ
て

い
る
。
５
年
前
か
ら
比
べ
る

と
、
か
な
り
浸
食
の
様
子
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

地
元
か
ら
は
、
早
急
な
防
波

堤
設
置
を
求
め
る
声
が
あ

が
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

　
【
建
設
部
長
】
背
後
地

に
住
宅
が
あ
る
２
３
０

つ
い
て
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
桜
本
区

の
地
区
集
会
所
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度

に
建
設
し
た
い
と
の
要
望
を

受
け
て
お
り
、
市
の
地
区
集

会
所
整
備
事
業
費
補
助
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
、
平
成
31

年
度
当
初
予
算
で
整
備
に
対

す
る
補
助
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
な
ど
、
助

成
の
内
容
を
伺
う
。

ｍ
の
区
間
に
洗
掘
防
止
の
応

急
対
策
と
し
て
、
２
段
の
波
消

し
ブ
ロ
ッ
ク
を
計
画
し
て
い

る
。
平
成
27
年
に
１
段
目
、
平

成
29
年
に
２
段
目
の
１
０
０

ｍ
を
設
置
し
て
、
平
成
30
年
度

は
残
り
の
２
段
目
の
１
３
０

ｍ
の
工
事
を
進
め
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
は
、
県
が

進
め
る
鹿
島
港
か
ら
大
洗
港

区
間
に
お
け
る
海
岸
全
体
の

海
底
地
形
の
解
析
結
果
を
も

と
に
現
計
画
の
対
策
効
果
の

検
証
を
行
い
、
構
造
物
の
配
置

や
形
状
な
ど
の
再
検
討
を
進

　
【
総
務
部
長
】
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
助
成
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
補
助

率
５
分
の
３
で
限
度
額
が
１
，

５
０
０
万
円
の
補
助
と
な
っ

て
い
る
が
、
採
択
件
数
が
１

市
１
件
ほ
ど
と
少
な
く
、
申

請
翌
年
の
補
助
と
な
る
。

　

一
方
、
市
の
助
成
に
つ
い

て
は
定
額
補
助
で
、
区
の
戸

数
に
よ
り
４
０
０
万
円
か
ら

１
，
５
０
０
万
円
の
限
度
額

補
助
で
実
施
し
て
お
り
、
桜

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク

で
も
幾
ら
か
の
効

果
は
あ
る
と
思
う
が
、
以
前

に
施
工
し
た
も
の
は
既
に
砂

で
埋
も
れ
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
ま
た
、
背
後
地
に
は
住

宅
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
将
来
、

波
の
浸
食
で
削
ら
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
波
消
し
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
な
く
、
防
波
堤
を
設

置
す
る
計
画
で
進
め
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

　
【
建
設
部
長
】
波
消
し

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
あ
く

本
区
は
、
平
成
31
年
度
に
市

の
助
成
事
業
を
活
用
し
建
設

し
た
い
と
要
望
を
受
け
て
い

る
。　

限
度
額
１
，
５
０
０

万
円
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
地
域
が
一
体
と
な
る
た

め
に
は
、
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
必
要
な
の

で
、
そ
の
辺
も
配
慮
し
て
対

応
さ
れ
た
い
。

ま
で
応
急
対
策
で
、
解
析
や

効
果
検
証
を
行
っ
た
う
え
で
、

今
後
、
砂
が
定
着
す
る
た
め

に
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

浸
食
さ
れ
な
い
何

ら
か
の
方
法
を
と

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

答

答

答答

問問

要
望

要
望

再
質
問

再
質
問
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

亀 山 　 彰

幼児教育の早急

な見直しを求め

る

小 沼 　 勝

農産物ＰＲ事業

の今後の展開

　

平
成
30
年
の
出
生
数

は
２
３
１
人
と
、
20
年

で
半
数
以
下
に
、
婚
姻
数
も

１
６
２
組
と
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
保
育
所
や
幼

稚
園
の
待
機
児
童
の
有
無
と
入

園
状
況
、
公
立
幼
稚
園
の
３
年

保
育
や
延
長
保
育
な
ど
今
後
の

幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
平

成
31
年
度
の
保
育
所
入

所
申
し
込
み
児
童
の
う
ち
75

名
が
、
特
定
の
保
育
所
を
希

望
す
る
な
ど
に
よ
り
保
留
と

な
っ
て
い
る
。

　

う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス

タ
は
、
農
産
物
Ｐ
Ｒ

事
業
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ

れ
、
ま
た
、
鉾
田
二
高
で
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
化
の
提
案

が
大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
昨
年
度
の
う
ま
か
っ

ぺ
フ
ェ
ス
タ
の
市
外
か
ら
の

来
場
者
数
と
今
後
の
展
開
を

伺
う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
昨

年

の

う

ま

か

っ

ぺ

フ
ェ
ス
タ
の
来
場
者
数
は
約

【
教
育
部
長
】
幼
稚
園
に
お
い

て
は
、
鉾
田
北
幼
稚
園
の
３

歳
児
が
20
名
定
員
の
と
こ
ろ

23
名
の
応
募
が
あ
り
、
抽
選

を
行
っ
た
。
そ
の
他
の
幼
稚

園
は
と
も
に
大
幅
な
定
員
割

れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
鉾
田
北
幼
稚
園
の
み

で
実
施
し
て
い
る
３
年
保
育
、

各
幼
稚
園
で
５
歳
児
の
み
実

施
し
て
い
る
延
長
保
育
に
つ

い
て
は
、
公
立
幼
稚
園
や
保
育

所
の
あ
り
方
、
幼
児
教
育
と
保

育
を
融
合
さ
せ
た
認
定
こ
ど

も
園
の
整
備
な
ど
も
含
め
、
総

２
万
１
千
人
で
、
う
ち
、
市

外
か
ら
の
来
場
者
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら

１
万
人
と
推
計
し
て
い
る
。

　

平
成
31
年
度
は
、
鹿
島
灘

海
浜
公
園
に
お
い
て
、
観
光

客
の
減
少
す
る
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
長
期
間
誘
客
を
図
れ

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
、
期
間
中
に
う
ま
か
っ

ぺ
フ
ェ
ス
タ
と
同
様
の
、
飲

食
や
農
産
物
関
係
の
ブ
ー
ス

展
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
等
を
実
施
す
る
日
な
ど

を
設
け
る
計
画
を
し
て
い
る
。

合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

保
育
所
で
実
質
的

な
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
一
方
で
、
幼
稚
園

は
大
幅
な
定
員
割
れ
と
な
っ

て
い
る
。
各
幼
稚
園
で
の
３

年
保
育
と
３
歳
児
か
ら
の
延

長
保
育
を
実
施
す
る
な
ど
、
早

急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
親
と
同
居
し
て
い
る

自
営
業
の
後
継
者
の
子
ど
も

た
ち
が
希
望
し
て
も
入
り
づ

ら
い
と
聞
い
て
い
る
。
鉾
田
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
商

よ
り
多
く
の
誘
客
が
期
待
で

き
、
市
民
も
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
た
い
。
ま
た
、
農

産
物
を
は
じ
め
と
し
た
市
の

特
産
品
な
ど
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

地
域
の
活
性
化
や
観
光
振
興

に
つ
な
げ
た
い
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

は
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ

協
議
会
や
農
協
な
ど
と
協
議

し
た
結
果
か
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
ブ

ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
協
議

会
等
の
了
承
は
得
て
い
な
い
。

工
業
を
支
え
る
後
継
者
が
、
鉾

田
に
住
ん
で
、
育
て
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
市
と
す

る
た
め
に
も
、
そ
う
い
っ
た

後
継
者
の
子
ど
も
が
優
先
さ

れ
る
よ
う
に
入
所
審
査
基
準

を
見
直
し
て
新
ル
ー
ル
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
【
教
育
長
】
幼
稚
園
で
の

預
か
り
保
育
等
に
つ
い

て
は
、
私
立
の
保
育
園
と
非
公
式

で
は
あ
る
が
協
議
を
続
け
て
い

る
。
待
機
児
童
の
対
策
と
し
て
、

幼
稚
園
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ

い
て
も
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

産

地

ブ

ラ

ン

ド

ア
ッ
プ
協
議
会
や

農
協
な
ど
と
協
議
を
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
、
市
民
み
ん
な
が
盛
り
上

が
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
欲
し
い
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
で
も
非
常
に
い
い
提
案
を

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

開
催
期
間
中
の
ど
こ
か
で
高

校
生
に
運
営
を
任
せ
た
り
、

企
画
か
ら
参
加
し
て
も
ら
う

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

答

答

答

答

問問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

田 口　 清 一

交通弱者のため

の移動手段の確

保

入 江 　 晃

保育所運営の今

後の方針は

　

平
成
31
年
10
月
か
ら
、

３
歳
児
か
ら
５
歳
児

の
保
育
料
は
無
料
化
と
な
る
。

待
機
児
童
の
状
況
を
含
め
た

現
在
の
受
け
入
れ
状
況
と
今

後
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
平
成

31
年
度
の
入
所
申
し
込

み
児
童
の
う
ち
、
75
名
が
特
定

保
育
所
を
希
望
し
て
い
る
た
め

に
保
留
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
31
年
10
月
か
ら
実
施
予
定

の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
よ
り
待
機
児
童
が
増
え
る
の

か
現
時
点
で
は
見
通
し
が
難
し

　

交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る

方
が
増
え
る
な
か
、
市

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
生
活
の
足
を
確
保
す
る

こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ン
ド
カ
ー
の
運
行
拡

大
及
び
鉾
田
市
公
共
交
通
会

議
か
ら
の
答
申
の
内
容
と
市

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
現

在
、
運
行
し
て
い
る

デ
マ
ン
ド
型
の
乗
合
自
動
車

は
、
鉾
田
・
鹿
嶋
間
の
路
線

バ
ス
廃
止
に
伴
う
代
替
手
段

い
が
、
平
成
32
年
度
に
は
民
間

保
育
園
１
園
で
定
数
を
20
名
増

や
す
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
な
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
や
関
係
機
関
と
協

議
、
相
談
し
な
が
ら
、
待
機
児

童
を
少
し
で
も
減
ら
す
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

保
育
園
で
20
名
を

増
員
で
き
れ
ば
受

け
皿
に
な
る
と
思
う
が
、
ス

タ
ッ
フ
は
確
保
で
き
る
の
か
。

　
【

健

康

福

祉

部

長

】

ハ
ー
ド
面
で
は
改
善

さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
一
方

と
し
て
運
行
し
て
い
る
。
運

行
拡
大
に
つ
い
て
は
、
鉾
田

市
公
共
交
通
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

や
平
成
31
年
度
策
定
予
定
の

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

を
踏
ま
え
、
運
行
区
域
拡
大

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

市
内
全
域
拡
大
ま
で
の
経
過

的
な
措
置
と
し
て
、
高
齢
者

の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

の
予
算
を
平
成
31
年
度
に
計

上
し
て
い
る
。

【
副
市
長
】
鉾
田
市
公
共
交
通

で
、
保
育
士
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
今

後
こ
う
い
っ
た
面
も
含
め
て

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

幼
保
一
体
と
い
う

こ
と
で
政
府
は
認

定
こ
ど
も
園
を
進
め
て
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
民

間
保
育
園
等
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
７

園
中
５
園
で
認
定
こ
ど
も
園

移
行
の
意
向
を
持
っ
て
い
る
。

【
副
市
長
】
市
と
し
て
は
、
保

会
議
か
ら
は
自
助
・
共
助
・

公
助
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
、

今
回
の
鉾
田
市
公
共
交
通
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
が
ま
と
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
策

定
予
定
の
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
つ
い
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
な
が

ら
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　

デ

マ

ン

ド

タ

ク

シ
ー
が
市
内
全
域

を
網
羅
す
る
の
は
い
つ
頃
に

な
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
デ

育
所
や
幼
稚
園
と
い
っ
た
形

に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
民
間
の

意
向
も
あ
る
が
、
保
育
所
と

幼
稚
園
を
あ
わ
せ
持
っ
た
施

設
整
備
も
含
め
て
検
討
し
、

今
の
体
制
の
中
で
緊
急
一
時

的
に
ど
う
い
っ
た
体
制
が
で

き
る
か
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

認
定
こ
ど
も
園
を

進
め
て
も
い
い
と

い
う
保
育
園
が
あ
る
と
の
こ

と
な
の
で
、
意
向
に
沿
っ
て
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
ら

れ
た
い
。

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
率

向
上
の
た
め
に
大
洗
鹿
島
線

各
駅
と
連
携
し
た
運
用
の
考

え
は
あ
る
か
。

　
【
副
市
長
】
鉾
田
市
公

共
交
通
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
短
期
目
標
に
お
い
て
は
、

２
～
３
年
後
と
し
て
い
る
。

【
総
務
部
長
】
将
来
的
に
は
大

洗
鹿
島
線
各
駅
と
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
が
繋
が
る
ル
ー
ト

設
定
に
つ
い
て
、
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
の
中
で
検

討
し
た
い
。

答答

答

答

答

問問

要
望

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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委員会活動報告

かこがわウェルピーポイント　／　ＩＣＴ教育

原子力施設の廃炉措置

　兵庫県加古川市では、ボランティア活動・

健康づくりの継続的な取り組みを支援するた

め「かこがわウェルピーポイント」事業を推

進していました。注目すべきなのは、ボラン

ティア活動にもポイントを付与していること

で、地域活性化にもつながる取り組みとなっ

ていたことです。本市においても地域コミュ

ニティが希薄となってきたと感じられます。

今回の事例を参考とし、地域活性化に取り組

んでまいります。

　ふげん・もんじゅは国の原子力施策のもと建設された施

設で、ともに廃炉措置が決定しています。現在、ふげんで

は最先端技術を用いた廃炉作業が進められており、その技

術は積極的に情報公開されていました。本委員会も老朽化

が懸念される東海第二原発の動向を注視しつつ、原子力施

設の安全に関して調査研究し、市の安全対策に提言してま

いります。

　大阪府箕面市では、小中学校で ICT 教育を

進めており、全市立小学校の 4 年生から 6 年

生の児童にタブレット PC を配備して授業を

行うとともに、全教職員にもタブレット PC

を配備して、事務の効率化が図られていまし

た。

　今回の視察では、積極的に ICT を活用する

ことにより、将来を担う子どもたちの学習環

境の整備、教職員の負担軽減に努めているこ

とが研修できました。

　鉾田市においても ICT 環境の整備が徐々に

進められてきています。本委員会でも、先進

的な取り組みを研究し、よりよい教育環境の

整備を進めてまいります。

ICT 教育とは？　——————————————

ICTはInformation and Communication Technology

［情報通信技術］の略称で、タブレットや電子黒板

などのICT技術を授業などに活用した教育のこと。

加古川市

ふげん・もんじゅ（福井県）

箕面市
ボランティア活動・健康づく

りを支援するポイント制度

ふげん ……… 一定の成果あげ廃炉作業進行中

もんじゅ …… 成果あげられず廃炉に

タブレットを活用した教育

児童生徒の理解力向上を目指して

厚生文教常任委員会行政視察

原子力施設の安全に関する調査特別委員会視察

（平成31年２月６日～８日）

（平成31年1月24日～ 25日）
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茨城県知事に要望書を提出しました

　なめがた地域医療センターで大規模な規模縮小との報道がなされ、多くの住民から地域医療

体制の低下を心配する声が寄せられています。鉾田市議会では、「土浦協同病院なめがた地域

医療センター現体制の堅持及び、鹿行地域医療体制の整備に関する要望書」を茨城県知事あて

に提出しました。

【要望書内容（一部抜粋）】

　なめがた地域医療センターは、本市はもとより鹿行地域医療の中核を担ってきました。

　現在、本市では急速な少子化・高齢化が進んでおります。特に、高齢者や乳幼児における医

療の充実及び救急医療体制の確保・充実は、この地で安心して生活を送るための喫緊の課題で

す。これに反し、医療体制の崩壊が現実のものとなれば、今後、更なる人口流失が加速し、近

い将来、本市の自治体運営は危機的状況に陥ってしまいます。

　つきましては、下記について強く要望いたしますので、特段のご配意をお願い申し上げます。

１．土浦協同病院なめがた地域医療センターの規模及び医師職員体制、並びに入院・救急受入

れ体制をこれまでの水準に戻すこと。

２．鹿行地域の医療体制の更なる充実を図るよう、茨城県の保健医療関係計画及び、地域医療

の構想等に反映すること。

３．救急搬送時間を短縮するため、救急車両の他にヘリコプターによる搬送なども含め、円滑

な救急搬送体制の確立を図ること。

【 

P15
中
段　

委
員
会
の
構
成 

】

　

議
会
運
営
委
員
会　

高
野　

衛
委

員
の
氏
名
の
掲
載
が
漏
れ
て
い
ま
し

た
。

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
正
】

委
員
会
名

議
会
運
営
委
員
会

委

員

長

二
重
作　

茂
兵
衛

副
委
員
長

根
嵜　

眞

委　
　

員

亀
山　

彰

米
川　

宗
司

山
口　

德

堀
田　

正
衛

高
野　

衛

議
会
だ
よ
り
第
54
号
の

訂
正
に
つ
い
て

議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

議
会
報
告
会
は
、
よ
り
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
市
民

と
の
意
見
交
換
に
重
点
を
お
き
、

毎
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
参
加
者
は
、

49
名
で
し
た
。

　

議
会
の
審
議
内
容
な
ど
を
報

告
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、

参
加
し
た
市
民
か
ら
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
２
月
16
日
（
土
）

福
祉
事
務
所
２
階
会
議
室
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※日程は変更になる場合があります。

平成31年第１回（３月）定例会の

 延傍聴者数　113名

令和元年第１回定例会の予定

　最近、行政の継続性や議決の重さが、ないが

しろにされてはいないでしょうか。議会での発

言、答弁もその場限りの印象です。スクールバ

スの無料化を懸念する声に議員の良識を感じ

ます。予算編成権や人事権など絶大な権限を持

つ市長に対して、それが適正に公平に行われて

いるか、市民の納めた税金が市民のために使わ

れているかをチェックするのも議会の大切な

仕事です。文化施設も含めて、よりよい環境を

市民に提供する責任が市長にはあると思いま

す。言いたいことがあっても、だまって市税を

納めてくれている多くの市民のためにも、議員

各位のさらなる活躍を期待しています。　

元 鉾田市職員

根 本  研 司

次回の定例会は

５月28日（火）～
開会は 午前 10 時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階議会事務
局にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

議会を傍聴してみませんか！
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編 集 後 記

　春風の中に初夏の香りを感じる季節となり
ました。
　市民の皆様には開かれた議会を目指す中で、
議会傍聴、議会報告会とご参加ありがとうご
ざいました。
　平成最後の年となりましたが、皆さんは平
成と言われて何を思い浮かべますか。バブル
経済、リーマンショック、自然災害などいろい
ろありました。わが市においても、市民の皆
様の期待を寄せ、平成の大合併により鉾田市
が誕生しました。そして、時代の転換期を迎
え、元号が「令和」に変わります。新たな歩み
に思いを寄せる中で、鉾田市議会も今年６月
に改選があります。今後も広報委員会として
インターネット配信も含め、議会だよりをよ
りご愛読いただけますように努めてまいりま
す。 

（小沼  勝  記） 

　　　委 員 長　　渡辺　拓哉
　　　副委員長　　小沼　　勝　
　　　委　　員　　石津　武吉　　郡司　　功
　　　　　　　　　入江　　晃　　井川　倫士
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19 台のスクールバスが新校舎へ児童を

安全に送り届けます！ ～鉾田南小学校～


